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　　Nロケット1号機による技術試験衛星1型打上げ計画
　　　　　　　1　　　　　　．　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

紬開発事業団は、繍5。年8・9脚に、N。殉ト騰詠よる技

術試験三七迦の打上げ漱道投入並び緻道投入後の追跡及び管制を行う

ほか、これに関連して小型ロケットの打上げを行うこととしてい為。その計

画（軌道投入後の追跡及び管制を除ぐうは次のと於りである。

　　（注1）　Nロケジトの英訳名は、．NLV－1（NLaunc11　Vehicle－1）

　　　　　である。

　　（注2）　技術試験衛星1型の英訳名は、：ETS－1（Ellgineering　Te8t

　　　　　Satellite－1・）である。

1．打上げ実施機関

　　　宇宙開発事業団

　　理事長　　島　　　秀　雄

　　　　・東京都港区浜松町2丁目4番1号

　　　　　世界貿易センタービル

2．打上げ実施責任者

　　　副理事長　　一松　浦　陽　恵

3♂打上げ場所

　　宇宙開発事業団種子島宇宙センター

　　　　鹿児島県熊毛郡南種子町大字茎永

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
4・打上げ期間

聯5咋r耳・6日（キ）から8月2・r⑳鶏9月rr（火！l

から9月22日（月）まで及び9月24日（水）から9月29日（月）まで
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5．人工衛星及びロケットの機種及び機数

　技術試験衛星1型／Nロケット1号機、TT。210型ロケット1号機

及びMT－135P型ロケットTマ15号機’ 闌v3機．

6．打上げ目的．　　　　　　　　　　　　　　．

　　今回のNロケット1号機の打上げは、打上げ時の壌境測定、定常時の衛

一星の動作特性及び環境の測定、，姿勢の測定、距離及び距離変化率の測定、

伸展アンテナの伸展実験、衛星追跡管制技術の習得を行うための技術試験

衛星1型を、，高摩約1，000，㎞の円軌道に投入するとともに、二二打上げ

性能を確認し・かつ・衛星打上げ技術及び軌道投入技術の確立を図るほか、

関連地上システムについてその総合的な機能及び性能の確認を行うことを

　目的とする。

　　なお、TT－210型ロケット1号機の打上げは、Nロケッ・ト1号機の，

打上げに先立って、レーダ追尾系等の機能を確認することを、MT－135

　P型ロケットT．’15号機ρ打上げは・，Nロケット1・号機の打上げ優の解

析に必要な種子島上空の気象データを聖得するζとを目的とする。

7．打上げ日時

機　　　　種 打上げ日 打上げ予備日の期間 打上げ時間 海面落下時間

TT－210型ロケット

@　　　1号機
8月16日出

8月17日㈲から

@8脚嘲まで

10：30～10：54

狽ﾍ
P5：00～15：24

・難『711：璽，．15：0与～15：30

Nロケジト1号機

@　　　　・’

9月9日㈹

　　　・　　　　　　　　　　9

X月16日肺・ら

@　9月22日㈲まで

yび
X月24日中から
@　9月2？朗｝まで．

14：00～15：00

P　1　　　　　　　　1一

ズトラップ牙ンフ≒スタ

@14：00～15：06
謔P段及びノーズ
tェアリング’■4：14～15：22

謔Q段
E14：37冨16：08

一2一

、⑪

Mr－135P型ロケット

@　　T一・15号機
9月10日㈱

9月11日困から

@　9月32日㈲まで

10：30～10：56

狽ﾍ
P5：00～15：26

10：33～11：00

狽ﾍ
P5：03～15：30

（注）1・N・勿M号蹴MT713，5　P攣ロケ・トT45号機に優先Fて打ち

　　　　上げるが・両ロケツ至を同一日に打ち上げることはない。

　　　2．Nロケット1号機の打上げ予備日の期間のうち、9月24日目水）から9月29

　　　　日（月）までの期間に鉛ける打上げについて技東京大学のK：一10型ロケット

　　　　11号機及びK：一9M型ロケット52号機の打上げ後とする。

　　　8．打上げ方式

　　　　（1｝技術試験衛星1型／Nロケット1号機・

　　　　　　Nロケット1号機は、技術試験衛星1型を搭載して種子島宇宙センタ

　　　　　一・大崎射場Nロケット発射点から当初垂直に発射される。ロケットは打

　　　　　上げ後約3秒から約7秒の間にロ」ルー・プログラムによリピッチ面を方

　　　　　位角84度の方向に向けたのち、ピッチ・プログラムに：よリピッチ面内

　　　　　で頭を下げ、じ後所定の飛行計画（15頁参照）に従って太平洋を飛行

　　　　　する。この間にロケットは搭載誘導機器による指令と地上から送信され

　　　　　　　　　　　　　　　る電波誘導指令により、所定の飛行経路に沿って技術試験衛星1型を高

　　　　　度約1，000㎞の円軌道に投入する。．
●
　　　　　　また、この間に光学設備及びレーダ設備による追尾とテレ’メ「タによ

　　　　　る計測を実施し、肩ケットの飛行状態及び作動状態を監視するとともに・

　　　　　衛星テレメ：一三設備によ，り衛星の打上げ時の環境条件の測定を行う。

　　　　　　な澄、技術試験衛星1型の追跡及び管制は、第ユ・1項に凄いて示すと

　　　　　ころによる6

　　　　（2）’TT覧210型ロケットユ号機

　　　　　　TT－210型ロケット1号機は、種子島宇宙センター竹崎射場発射
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　点から、標準射角上下角78度、方位角90度の方向に打ち上げ．レーダ

　設備及び光学設備による追尾を行う。

（3）MT－135P型ロケットT－1・5号機

　　MT－135P型ロケットT－15号機は、種子島宇宙センター竹崎

　射場発射点から、標準射角上下角80度、方位角90度の方向に打ち上げ、

　Lバンドレーダ設備による追尾を行い、風向、風速及び温度の計測を行

　う。

9．関係機関への通報
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ゆ
　　ロケットの打上げの実施、打上げ日の変更等に関する関係方面への通報

　は、次の要領により実施する。

（1）N．ロケット1号機打上げの実施、打上げ日の変更等については、原則

　　として打上げ日の前々日15時までに通報する。またTT－210型ロ

　　ケット1号機及びMT－135P型ロケットT－15号機死）打上げの実　　、

　　旗打上げ日の変更等については‘原則として打上げ日の前日15時ま

　　でに決定し、すみやかに通報する。

　　　通報先は、燃酷陸海警備官署、・航空官署、気象官署、関係県、地

　・元市町・地元協力団体、報道機関、関係漁業団体、関係漁業無線減等別

　　紙のとおりとする。　　’ 　　1’

　　　なお、東京、福岡及び那覇の各航空交通管制部及び東京空港事務所に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①●
　　は、打上げ時刻の2時間前にも通報する。・’唱・．邑

｛2L打上げを実施する旨通報した場合であってもも当日になって天候その

　・他の理由により打上げを行わないことがある。その場合は、すみやかに

　打上げを行わないこと及び打上げ日を変更する旨を通報する6

（3）通報手段は、電話又は電報によって行うほか、下記により周知される。

　　ア・一般航行船舶に対しては、海上保安庁の水路通報等により周知され

　　　る♂

、＿．く

Q．＿

一4一
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イ．漁船に対しては、漁業無線局からの無線通信により周知されるほか・

　南日本放送、宮崎放送、大分放送各社のラジオ放送により周知さ再る。

ウ．航空機に対しては、運輸省航空局からのノータムにより周知される。

エ．一般に対しては、NHK鹿児島放送局等テレビ放送により周知され

　る。

・一 T」・
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10．技術試験衛星1型打上げ隊の組織

　　技術試験衛星1型を所定の軌道に投入するまでの業務を実施する技術試

験衛星1型打上げ隊の組織は、次表に示すとおりである。

打
上
げ
実
施
責
任
者

※
打
上
げ

実胃実．…”…

一
打
上
げ
実
施
責
任
者
付

施
貴
任
者
代
理

　企画主任
　打上げ主任＿≠注）1

　主上げ主任付i
ド

Lロケット主任

し”q星主任

芋射場主任

｛織
　　技術運用班
　　飛行解析班
　　発射指令班
　　ロケット組立班

　　衛星技術班一｛：衛星班

射場管制型

通信計算班

レーダ班

テレメータ班

コマンド班

灘
餐誌班催）3

ダウンレンジ班

…………………’………”…’ i質’管理班

射場安全主任

飛行安全主任

射場安全班

　　　計画係

｛　　　業務係

　　　衛星係一［
　　　衛星試験係

　　　通信二一［　　　計算係
　　　野木レーダ係

｛　　　内の浦レーダ係

・→＝套栗：；；麟

　　第1ダウンレンジ係

｛　　第2ダウンレンジ係

　　射場安全係
　　警戒監視係
　　　射点燈全判

　　警備係

　　　　　　　　　　　　　庶務班

　　　　　　　　　　　　　会計班
　　　総務　　総務
　　　主任一副主任　　　　施設班

　　　　　　　　　　　　　渉外班
　　　　　　　　　　　　　電熱

（注）1．一一一一一は、カウントダウン時の指揮系統を示す。

　　2．※印の打上げ実施責任者代理のうち1人は，次項の追跡管制組織を指揮する。

　　3．電波追跡班には、種子島宇宙センター増田追跡管制所の人員をあてる。

（備考）　TT－210型ロケット1号機及びMT－135P型ロケットT－15号機打上げ

　　　隊は、打上げ実施責任者が技術試験衛畢1型打上げ隊の中から・別に編成する。

く

一［勢雛飛行安全班一纏多雛彰魏鱗

　　　　　　　　　　　　　　　庶務係

一． U一．

（ゆ

①●

11技術試験衛星1型の追跡管制　　　…∴　　・　・一　　・

（1）追跡管制の実施場所

　　　宇宙開発事業団筑波宇宙センター中央追跡管制所（茨城県新治郡桜村

　　大字倉掛）を中心に増田、勝浦及び沖縄の各追跡管制所に於いて実施す

　　る。

　　　（函上記の莇管制所に加え、東京大学宇宙航空研究所及び郵政省融研究所並ζメ

　　　　　に米国舷空宇宙局の協力を受ける。

　（2）技術試験衛星1型の追跡管制計画の概要

　　　技術試験衛星i型の追跡管制は、衛星を軌道に投入するまでの打上げ

　　段階潮道投入後の鯉の動作翻等を行う初期段階及び衛星の運用を

　　行う定常麟か漏り、各段階を通じて追跡及び管制を行う・この計画

で油壷を軸細入する畑打上げ段階の追跡及び管制を行うこ

とを業務とし、その業務は写技術試験衛星1型／Nロケット1号機の打

⊥げ古：前に細る追跡管制シメテムの準備段階以降・衛星の簾及び軌

道投入後の初期周回時（第1ないし第3周回程度）書でとし・衛星の打

上げ時の環境測定等を行う。
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｛3）技術試験衛星1型の追跡管制組織

増田追跡管制所

中央追跡管制所

勝浦追跡管制所’

沖縄追跡管制所一一一一

一8一
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跡課一

　　　　　　　　管制係

追跡管制課｛裏鷺

運用課一

データ処理四一

追跡四一

　　　　　　　　追　跡　係

　　　　　　　　技　跡　係

lo

19

12．安全確保

U｝打上げに係る作業の安全の確保について妹・打上げ《関連する法令の

　ほか射圏安全管翠程危険徽び重要施設設備の取扱いに関する規定

　等に定めるところに従って措置を講ずる。

（2）打上げに係る警戒については・次の要領により実施する9

ア．陸上の警戒

射搬弓場周辺噌戒については漉卑甥警察本部及び種子島警

　察署に依頼するほか、事業団に於いて係員を配置し、巡回等必要な措

躍を講ずる。

邑¢η　打上げ当日

　　　打上げ当日における陸上警戒区域は、別図（1）のと誇り、Nロケッ

　　ト1号機については・発射点から半径名2㎞以内・TT－210型

　　ロケット1号機及びMT－135P型ロケットT－15号機につい

　　ては・発射点かち半径0・3陶以内の区域、とし・当該区域には・立札

　　による表示等を行い、打上げ終了時まで一般の人が立ち入ちないよ

　　う協力を求める。

　㈹打上げ当日以外

　　　危険物の取扱棚の周辺には瀾係者以外立ち入呪いよう必要

　　奉措置を講ず・う。．　　　　，

イ．海上の警戒

　　灘上の警戒につ．いて嫉海上保．宋庁警備救難部・第†下肥海上保安

　本部、鹿児島海上保安部及び鹿児島県庁に依頼し・。緊寧に連締するほ

か二業団陣い三三な措置を講ず鄭・． 　
．

　　な澄・次に示す打上げ当日9海半警球区域厘びギク～気ト各段落下予

　想区域については、．あらかじゃ六三二二庁水晶部冷ら船1舶琴通の安全

　を図るために発彗ちμる・「山路運報」覧，「三二警輯二よ等にζ々情報が

　提供される。　　　　、　　，，　　　　　，1．、∵，

一9。
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　　打上げ当日

・　（ア）打上げ当日における海上終業区域はぐ次のと回りとする。

　　A．Nロケット1号機については」打上げ終了時まで発射点から半

　　　径2．2㎞以内の区域を警戒医域とし、当該区域には、その間船舶

　　　が立ち入らないよう協力を求める。

　　B．このほか、Nロケット1号機については、別図②中のストラップ

　　　オンブース『タ落下予想区域、TT－210型ロ’ケット1号機及び

　　　MT－135P型0ロケシトT－15号機については、別図（3）及び

　　　（4）の落下予想区域とし、当該区域には、海面落下時間た船舶が立

　　　ち入らないよう協力を求める。

　（イ）Nロケット1号機の第1段及びノーズフェアリシグ落下予想区域

　　　並びに第2段落下予想区域は、別図（2）のと論りとす：る。

’ウ．航空機の航行安全

　　航空機の航行安全については、大岐航空局鹿児島空港事盗所及び大

　阪航空局種子島空港出張所に依頼し、緊密に連絡するとともに、あら

　かじめ運輸省航空局から航空機の航行の安全を図るために発せられる

　　「ノ山月ム」により情報が提供される。　　一一

ご．飛行安全

　　Nロケット1号機の飛行安全についてはボ種子島宇宙センターを中

　心に小笠原追跡所、マーシャルに置かれる移動遣戸所た溢らでロケッ

　’ドあ飛行状態を藍魂し、必要がある場合には安全を挙るため所要の措

　’置を講ずる6

オ．射場に誇ける警戒表示㌦　・一’：∵∴

丁「

ﾋ場峰げる甑蒜は畝の方灘より行う∴
魯’ ﾘ㌧打上げ当日は㍉射場内に黄旗を掲げる∴’一

　ω打上げ36分箭は、射場内に赤旗を場げるb’　一・

　㈲　打上げ2分前は、花火を1発あげる。

（

一10一

　　（⇒　打上げ終了時は、花火を2発あげるとともに、赤旗をおろす。

　　㈹　緊急事態の際は、サイレンを断続的に吹鳴する。な澄・これを解

　　　除する際は、サイレンを15秒間吹鳴する。

（3）外国への情報の提供

　　外国への情報の提供は、打上げについての周知徹底を図るため・前記

　②のイによる水路通報及びウによるノータムに加え、Nロケット1号機

　の打上げについて：は、ゴ外務省が文書をもって関係各国に必要な情報を提

　供する6

13．報道関係、

ω報道関係者の取材に当たって厳全確保k留意する．

　②　打上げ結果並びた追跡及び管制の状況については、打上げ実施責任

　　　者等から発表を行う。

　　　　　　　　ζ

14」支術試験衛星＝1型の主要諸元

項’　　目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三
煤@　　　　　　　　　　元　　　　　　　：

　　r．
@　　　●`　　　　　状： 直径約80儒の球に内接する26面体：

重　　　　　量 ．約82・5短

姿．勢安定法’ スピン安定

軌　　　　　道

高度　約1，000b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l一傾斜角’約47度　　　一

スピン方向． 時計回．りCロケット側から衛星を見て〉

スピ1ン率 約100rpm（初期値）

搭　載　機　器一r　　■鴨　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　、　　　　　　一　r　謄

　デレメータ送信装置、コマンド受信装置、電源装置、打上げ
@環境測定装置、衛星環境測定装置、姿勢測定装置、．距離及び　距離変化率測定装置、”伸展アンテナ実験装置鱒　　　一

一11一
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15．ロケットの主要諸元及び搭載機器

（1）Nロケット1号機の主要諸元

項　　　　　　　　目　　　■

諸　　　元

全　　　段

全　　長　　　　　　　　　（m）

ﾅ大外径　　　　　　　　　（m）

S備重量　　　　　　　　　（t）

32．57
Q．4．4

X0．26

第　1　段

全　　長　　　　　　　　　（m）

ﾅ大外径　　　　　　　　　（m）

S備重量　　　　　　　　　（t）

��d量　　　　　　　　（t）

ｽ均推力（海面上）　　　　（t）

@　メイン・エンジン
@　バ」ニヤー・エンジン（2ゴ）

S燃焼時間　　　　　　　　（，s）

@　メイン・土ンジン

@　バーニヤ・エンジン　　　　　　　　　　　1

　2．1．44

@2．44　・

@69．89

@65．63

@L
@77．「11量0．485×2

Q19．0

Q25．0

燃料／酸化剤

?�沂虚緖ｮ

sッチ／ヨー制御

香[ル制御

RJ－1／液化酸素

^ーボ・ポンブ
Wンバル　　　　1　　　　馳バーニヤ・エンジン

第　1段　　”
Xトラップ．

@オン・ブースタ　　　　．一¶

@　　噌

全　　長　　　　　　　　　（m）1最大外往・　　　　一『　　くm）｝

齣S備重量（3本）一一　　　　Ct）幽

@　　　　　　噂纐�d量（3本．）．　　　．．（t）；一

ｽ均推力（海面上）（3本）（t’）

S燃焼時間一丁　…7一　　　　（S）一’

　　　7．25　　1
@　，一一一一9｝
@　　0．79．

鼈黶E @13．42　　－

@　11．19，　　－一．，曹喝

@　70．97『
@　　　　　　…
@’3－8．0『
@　　　　　　：

推　　薬　　＿　　　　　　　　　、 層剥ブタ・ジェン系

第　2段
｡アダ．ブ・タ　　　　　　　’

@　幽

全　　長　　　　　　　　　（m）・　　　　　　　　　　　置　　　　・　L　　　　　　　　　　噛　鰯　　　　　　　　　1

ﾅ大外径　　　一・　　　（m）
S備重量　　　　　　（t）：　　　P－

1．44　’㍉

@　　　「P．62一一・一1

O．12，　，

『一
P2－

　　k

・●

項　　　　　　　　　目 諸　　　元

　　●－・層山　　　　　　　　冒F一「丁
S　　長．　　　　　　　（m）

5．44（注）

最大外径　　　　　　　　（m） 1．62、

全備重量　　　　　　　　（t） 5．64

推薬重量　　　　　　　　（t） 4．70

平均推力（真空）・　　　（t） 544
第　2　段 全燃焼時間　　　　　　　　（s） 242．0

燃焼／酸化剤
Ar50／匹［：酸化窒素

推薬供給方式 Heガス押し

ピッチ／ヨー制御（推力飛行中）’ ジンバル　炉一一一

1

〃　　　　（慣性飛行中ン ガスジェット

ロール制御 ガスジェット　1

全　　長　　　　　　　　（m） 1．70

最大外径　　　　　　　　（m） 1．18　　　　1

全備重量　　　　　　　　（t） 0．93

主薬重量　　　　　　　　（t） 0．56
第　3　段 平均推力（真空）　　　　（t）「 3．95

： 全燃焼時間　　　　　　　　（s） 40．g　　l　　　　　I

推一　薬 ポリブタジェン系

ピッチ／ヨー制御．　　　　　　1 スピン安定　i㌧

全　長　　　　　　　（m＞ a6g　l
：ノーズフェアリング 最大外径　　　　　　　（m） 1．65　　：

全備重量　　　　　　　　　1（t＞ 0．26　i　　　　I

『　　発’ ｝射”‘上一一下一　角一一cq＞一 ，　90一．．　一1

発 射　　方　　位　　角　　　（。） 84

（注）第2段アダプタの長さを含む。

マ
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口巨
！

　　　　　　　　　　　　　　　の｛2｝Nロケット1号機の主要搭載機器

区 分 　●
v

主　要　搭 載　機　器

（1） 推進系機器

（2） 姿勢制御機器

第　1 段 （3） 電源機器
一一

（4） テレメータ送信装置

、　　　　　　7

（5） 指令破壊装置・

（1） 推進系機器
一

②’ 姿勢制御機器及びガスジま薯ト装置

’第12 段
（3） 誘導装置

’（4）

電源装置
ノ　（5》 テレメ琶タ送信装置』一

含

1　　

（6） 指令破壊装置1

，一．
且　　　，

き

（1） スピンモータ．．
5

［

層．一
一｛2） 電源機器『一 一■－幽第一3 段

（3） テレメータ送四葬置

・（4｝ 破壊装置
，

f

＼」 一14一

（参考）Nロケット1号機の飛行計画魑

㌦
一
・
．
⑳
塚
．
，
⑥
『
レ
タ
ー
乙
①
o
／
．
1
一
一
　
　
　
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

ふ
鑑
2
　
　
’
イ
　
　
、
　
1
　
　
　
　
’

鷲
　
　
雫

　　　　　㊧
黶_欄⑳r函　　　　＼＼蒐　　　　　　　　－P

　　　　⑳
_ぐ略⑳　　　　　　　　一

一一
層一

事　　　　　　象i 発射後
o過時間

高　　度 距　離 速　　度・

1．第1段点火 6分σ秒 0枷 01㎞一 0．40舶
2．ロ・一ルクヤグラム開始（方位角105。） 0：03 　　　　　　Ei地球自転分）

3．ロのゆグラム終了（方位角84。） 0：07 瓢

4．ピッチプログラム開始 0：07
5．ストラップオソブースタ燃焼終了 0：38 5．3 0．77 0．57

16．ストラップオンブースタ切離し 1：20

7．電波指令誘導開始 2：15
8．電波指令誘導終了 2：51
9．ピッチプログラム終了 3：28
10．第1段主エンジン燃焼終了 3：39 134 216 4．51
11．第1段切離し　　　　　　一

3：47
－

旨

12．第2段点火 3：48 「

13．ピッヂプゴグラム開始　　・ 3：54 と

14∴ノ，ズ：Zエアη一ング切離し 4：03 』．」一

15．電波指令誘導開始　　　　，　　　　冒　1

4：25 …

16．電波指令誘導終了　　　　・ 7：23 i
17ドピッチプログラム終了　　　’‘ 7：23 ；
i8．第2段燃焼終了　　　　　　　　　　　　　f 7｛38・ 477， 1，ao　6 6．95．　る

19・電波指令による姿勢修正開始一．　　　　　　　F－

．7：58
，一

20．一 d波指令による姿勢修正終了 8：21
…

21．慣性飛行時ピッチプログラム開始 8：36’
1 し

22．慣性飛行時ピッチプログラム終了 10：08 〔

23．慣性飛行時ヨウプログラム開始 10：09
セ

2蛋　慣性飛行時日ウナログラム終了 11：48・
1

25．第3段スピンアップ 19：52
26．第2段切離し 19：54
27．第3段点火 20：07 1，004 5，297 6．32

28．第3段燃焼終了 一20：48． 1，003． ’5，512＿ 一　，一7．35．．．

29・第3段切離し
R0．第3段ヨウウェイト放出

22：32
Q2：34

　　1，002

i艦欝）
6，093 （麟l」

一15一
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　　　　　　　　　　　●

（3｝TT－210型ロケット1号機及び　　　　　　　　　・

　　　　MT。13・5P型ロケットT一一15号機の主要諸元

　　　　機種
伯ｳ

TT：一210型ロケッ・ト

@　1号機，
MT－135P型ロケット

@T－15号機

形　’．　　　　式 固　F　体．

　
固
　
　
　
三
層
辱

全　　　　　，長（m） 5，275
曹層9

D3，329

外　　　　　　’径（m） ・0．2．10 0，135　一

二　　重　　　量（t） 』6．263 b．d68馳

推　　薬　重層量（t） 0，153 0・938，

平　均　推　力（t）
　　一P2130 　，鎚001’

二　・焼　秒　時（s）
●
1
6
．
7

11685＼．ご

　　　　　暫ｭ　射　上下　角（。） ・7β免0： 90．0．

発　二方・位　角（『）
・∫

№
b
潤
@
■
　
　
1 　90．0』’

f
1

至u一二　高　　三一（御） 　　．魑j紅1・67． 　　一ｯ56・，　　　，

’水平飛しょう距離（㎞） 約1’ Q6’
@1　　　　　　　　「　　　　　　　じ

㌦約一46　，・

搭　載一機　器

D：’　．・

　　　1ノ　㌧
戟[

^・・トランネポ

塔_ジ：＼’
@1　　　『1．
@　1㌦．：←

C　　　1

テレメ1一タ・トランス　　　　　’」　　■　　　　　　　　噂ボン瓦温度計　　　ご

@　　，　　～

一16一

一

●

16．人工衛星及びロケットの外観形状図

　（1》．技術試験衛星1型（ETS・一1）
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（2）Nロケット（N：LV－1）1号機・

　　　　　　　　ノニでフェアリング

　　　　　　　　人工衛星（ETS一一1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司幽h　‘
　　　　　　　　衛星分：離部

　　　　　　　　第3段エン．ジン

　　　　　　　　スピンデーブ〃
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ooo
．0η3

第2段／第3段分離面
（1．187π∫Z∫）

　・ガイダンスセクション

〉

　　　　　　ド！一、、　　　　第2推進薬供給柔　　　第2段

　　　　　　　　　　　　　　　5．44餌
　　　　　　1．4翅σ
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17．打上げ追跡管制施設の配置図
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f4ゴ・プ4・侶離響郵政省）
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東京大学鹿児島宇宙空間観測所

勝蒲追跡管制所

4ム

　・1　　　31015’24”N・
種子島宇宙センター　131。04’49彫E．

350　12’　40”N．

・4・．・7159〃：E・

35。57’10”N．

140039ρ58〃E．

o

発船（、§8：納1隠
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㈱　本図の緯度，経度はgC－7系による。
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Nロケット1号機打上げ当日の陸上警戒区域

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
竹崎守衛所　　　　・　竹崎射場

　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T－15号機汀上げ当日の陸上警戒区域

㈱緯度，経度はベッセル系による。
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別図（31TT－210型ロケット1号機落下予想区域
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別紙　通報先一覧
　（順不同）．

　東京大学宇宙航空研究所

　同　　　鹿児島宇宙空間観測所

　外。務　省　〈国際導合局科学課）

　運　輸　省　“（航空局運航課）

　東京航空交通管制部∴

福岡航空交通管制部

判例琴：騨制部

　東京空港事務所・・（情報課）・一

　海上保安庁水路部　（水路通報課）

鹿児島地方気象台　（予報課〉

　同　　　　　　　　（高層課）

種子島測候所

種子島灯台

　海上自衛隊鹿屋基地

鹿児島営林署　（熊野担当区）

同、　　　　　（上中担当区〉

種子島電報電話局　　　　’．∫1．も，

九州電力熊毛営業所，

同　　　南種子営業所．，

鹿児島県鱒本部（警備部脇課）

種子島警察署一

同　　　　：上中駐在所

同　　’・・，・茎永駐在所

一24．・一

つ

，’

鹿児島県　（企画部企画課）

同　　　　（水産商工部漁労課）

鹿児島県熊毛支庁　（総務課）

宮崎県

大分県

広島県

愛媛県

高知県

西之表市

中種子町

南種子町

（：農政水産部水産課）

（林業水産部漁政課）

（農政部水産課）

（：農林水産部水産課）

（水産商工部水産課）

（総務課）

（総務課）

（総務課）

茎永・平山宇宙開発普及会

熊毛記者クラブ

NHK　（国際局報道部）

NHK鹿児島放送局

南日本放送

共同通信鹿児島支局

時事通信鹿児島支局

宮崎放送

大分放送

鹿児島旅客船協会

鹿児島貨物船海運組合

鹿児島県漁業協同組合連合会

一一 Q5一
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串木野漁業協同組合

串木野島平漁業協同組合

鹿屋市漁業協同組合

西桜島村漁業協同組合

鹿児島県旋網漁業協同組合

東串良町漁業協同組合

指宿市漁業協同組合

指宿市岩本漁業協同組合

開聞町漁業協同組合

出水市漁業協同組合

市来市漁業協同組合

東市来町漁業協同組合

十島村漁業協同組合

西之表市漁業協同組合

同　　　　　　　　　住吉支所

同　　　　　　　　　浦田湊支所

同　　　　　　　　　東海支所

中種子町漁業協同組合

南種子町漁業協同組合

同　　　　　　　　　竹崎支所

同　　　　　　　　　浜田支所

同　　　　　　　　　広田支所

宮崎県漁業協同組合連合会

富島漁業協同組合

青島漁業協同’組合

折生迫漁業協同組合

一26一

内海漁業協同組合

油津漁業協同組合

大乱津漁業協同組合

南郷漁業協同組合

栄松漁業協同組合

外記漁業協同組合

串間市東漁業協同組合

同　　　　　　　　　宇津支所

同　　　　　　　　　市木支所

串間市漁業協同組合

同　　　　　　　　本城支所

同　　　　　　　　金谷支所

油津漁業無線局

大分県指導漁業協同組合連合会

大分県無線漁業協同組合

広島県漁業協同組合連合会

愛媛県漁業協同組合連合会

日本西海漁業協同組合

八西漁業無線局

深浦漁業無線局

高知県漁業協同組合連合会

須崎無線協同組合

室戸漁業無線局

・一 Q7一
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土佐清水無線漁業協同組合

焼津漁業協同組合

静岡県鰹鮪漁業協同組合

勝浦漁業無線局

静岡県無線漁業協同組合

三崎漁業無線局

伊東漁業無線局

松戸中央無線局

日本カツオ・マグロ漁業協同組合連合会
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